あとがき by 福武 勝幸
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　あ　と
　本誌は原著15編，症例報告3編，臨床報告1編，研究
会報告1編と大変充実した内容とすることができた．ま
た，巻頭言には東京慈恵会医科大学客員教授の小野三嗣
先生に’「体力医学における今日の課題」のご執筆をいた
だき，新しい医学研究のありかたと社会一般との責任あ
るかかわり方についての戒めを含むご示唆をいただい
た．
　情報化社会の今日，医学研究の情報も好むと好まざる
と広く社会に広がっていく．小野先生が言われるよう
に，研究成果が一般大衆に紹介された際に，誤った解釈
を生む事がないように配慮することも医学者としての責
が　き
任である．私の関係する後天性免疫不全症候群は，近年，
社会で最も注目されている疾患である．治療薬の開発は
世界で進められているが治癒をもたらすことは今のとこ
ろできない．新薬の基礎データ，治験薬の中間成績や民
間療法の情報などが報じられるごとに患者は動揺し困惑
する．人類の存続にも関わる重大な問題ではあるが，い
かなる研究成績も，その公開は急ぎ過ぎること無く，そ
の真の価値を広い視野で眺め，十分な倫理観のもとに解
釈してから行わなければならないことを研究と治療に関
わる医師として強く感じるものである．
　　　　　　　　　　　　　　　　　（福武　勝幸　記）
幹事会（要旨）（平成6年3月）
1．第133回医学会総会は7月2日（土）1日限りの開催
　とし，一月演題の中に口演とポスターセッションを
　取り入れて行うこととした．
2．臨床懇話会開催並びに予定の報告があった．
　　第238回　産科婦人科学（平6．2．28）
　　第239回　放射線医学　　（平6．3．24）
　　第240回　麻酔学　　　　（平6．4．28）
3．編集方法について種々討議した。
　最終講義掲載予定者（平成5年度）：
　　中村　智教授，古川欽一教授，木村幸三郎教授
　　菅利信教授，徳田安章教授
4．2月24日開催の業績目録委員会報告が行われた．
5．5月25日（水），幹事会終了後，評議員会を行うこと
　とした．
6．平成5年度決算（見込），平成6年度予算（案）にっ
　いて討議し，了承された．
伊
網
岩
小
内
高
登
伊
貯
水
四
二
斎
福
池
蛇
毒
林
　編集委員会
藤　久　雄（会
浦　幸
野　三　郎（　／7
根　久
柳　泰　久（
野　善
山　雅　臣（
坂　恒
東　　　洋（
田　樺　夫（藤
野　文　雄（
色　　　淳（
井　正　彦（
藤　治　文（
藤　利　彦（
武　勝　幸（
加　明　徳（
岡　　　健（
部　公　彦（
　　　　徹（
長）
雄（副会長）
）
夫（庶務幹事）
／7　）
生（編集幹事）
／7　）
夫（会計幹事）
J．　Patrick　Barron　（　v
藤　波　嚢　二（監
内　田　安　信（　〃
77　）
　員）
／7　）
／7　）
／／　）
7／　）
／7　）
ノノ　）
77　）
77　）
7／　）
77　）
　　）
　事）
　　）
平成6年4月20日　印刷
平成6年5月1日　発行
東京医科大学雑誌　第52巻　第3号
発行者　伊藤久雄
発行所
印刷所
東京医科大学医学会
（東京医科大学総務部企画調査課内）
東京都新宿区新宿6－1－1
　　TEL（3351）6141（代）
共立印刷株式会社
東京都中央区新川2－23－9
　　TEL（3551）9891（代）
